
田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
二
七

田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分

―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

竹

内

力

雄

布

施

智

子

１
、
は
じ
め
に

新
島
襄
（
以
下
、
新
島
と
略
）
は
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
在
学
中
で
あ
っ
た
一
八
七
二
年
五
月
か
ら
約
十
ヶ
月
に
わ
た
り
、

岩
倉
使
節
団
の
理
事
官
の
ひ
と
り
、
文
部
省
の
田
中
不
二
麿
（
以
下
、
田
中
と
略
）
と
共
に
欧
米
教
育
視
察
を
行
っ
た
。
そ
の
時
の

身
分
に
つ
い
て
、
年
譜

（
（
（

で
は
一
八
七
二
年
三
月
十
七
日
（
陰
暦　

明
治
五
年
二
月
九
日
。
以
後
、
明
治
六
年
ま
で
の
陰
暦
は
括
弧

内
に
記
す
）
の
項
に
「
三
等
書
記
官
ノ
心
得
ヲ
以
文
部
理
事
官
随
行
…
…
」
と
あ
る

（
（
（

。
ま
た
、
一
八
七
二
年
七
月
十
九
日
の
項
に

は
「
新
島
七
五
三
太　

右
三
等
書
記
官
心
得
被
免
改
テ
当
分
御
雇
被
仰
付
文
部
理
事
官
付（

附
）属

通
弁
御
用
可
相
勤
候
事　

但
御
手
当
ノ

儀
ハ
御
用
中
一
日
墨
銀
六
弗
宛

（
宛
并
ニ并

日内
々
）々

御
賄
被
下
候
事　

特
命
全
権
大
副
使
」
と
あ
る

（
３
（

。
こ
れ
ら
の
表
記
に
よ
れ
ば
、
新
島
の
身

分
は
、約
十
ヶ
月
に
及
ぶ
田
中
へ
の
随
行
期
間
中
、前
半
の
五
ヶ
月
間
は
「
三〔

正
式
官
名
〕

等
書
記
官
心
得
」、後
半
は
「
理〔

臨
時
傭
職
名
〕

事
官
附
属
通
弁
」（
共



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
二
八

に
文
部
省
御
雇
）
が
正
式
な
身
分
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、途
中
で
身
分
変
更
が
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
な
お
、「
書
記
官
」

は
太
政
官
・
外
務
省
の
み
の
官
名
で
あ
り
、
そ
れ
が
物
議
の
因
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
身
分
変
更
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
岩
倉
使
節
団
文
書
」（
田
中
彰
監
修
『
同

書
別
冊
附
録
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
四
年
）
収
載
の
諸
史
料
に
よ
っ
て
、
経
緯
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
文
と
脚
注
内

の
（
Ｒ
１
・
０
１
２
３
）
の
表
記
は
、
同
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
リ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
と
コ
マ
番
号
を
指
す
。

2
．
随
行
任
命

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
島
七
五
三
太

右
多
年
当
国
在
留
教
育
事
務
篤
志
之
人
物
ニ
付
今
般
文
部
省
附
属
之
心
得
ヲ
以
欧
洲
各
邦
学
務
取
調
被
命
度
此
旨
奉
願
候
也

　

聞
届
候
御
用
中
御
賄
可
被
下
候
条
田
中
光
顕
可
申
談
事
」（
Ｒ
２
・
０
３
９
９
）

Ｒ
２
は
「
在
米
雑
務
書
類
」
を
収
載
し
て
い
る
リ
ー
ル
で
あ
る
。
本
史
料
は
日
付
を
欠
い
て
い
る
が
、
一
八
七
二
年
正
月
初
め
と

考
え
ら
れ
る
。
田
中
光
顕
は
「
特
命
全
権
大
使
会
計
兼
務
、
大
蔵
省
理
事
官
」
で
、
本
務
は
「
大
蔵
省
戸
籍
頭
」
で
あ
っ
た
。
本
史

料
に
応
じ
た
次
の
史
料
が
あ
る
。

「
一　

各
省
理
事
官
先
発
被
致
候
ニ
付
而
は
書
記
官
之
内
操
合
同
行
為
致
候
得
共
猶
通
弁
差
支
候
ニ
付
於
当
地
夫
々
申
立
も
有
之
無

據
相
聞
候
間
留
学
生
徒
之
内
人
撰
夫
々
随
行
申
付
候
左
之
通
御
坐
候
此
段
大
蔵
省
文
部
省
江
御
沙
汰
有
之
度
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
安
中
藩



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
島
七
五
三
太

右
三
等
書
記
官
心
得
ヲ
以
文
部
省
理
事
官
随
行
御
用
中
三
等
書
記
官
同
様
旅
手
当
被
下
候
様
」（
Ｒ
９
・
０
４
０
１
）

本
史
料
も
日
付
を
欠
い
て
い
る
が
、『
新
島
襄
全
集
』
八
巻
、
八
四
頁
で
は
、
一
八
七
二
年
三
月
十
七
日
（
明
治
五
年
二
月
九
日
）

と
さ
れ
て
い
る
。
Ｒ
９
は
「
在
米
中
公
信
」
の
リ
ー
ル
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
新
島
は
こ
の
五
ヶ
月
後
の
一
八
七
二
年
七
月
十
九
日
（
陰
暦
八
月
二
十
二
日
）
に
は
「
理
事
官
附
属
通
弁
」
に
身

分
が
変
更
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
新
島
は
田
中
等
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に
お
り
、
南
オ
ラ
ン
ダ
の
、
国
の
教
育
視
察
官D

r. 

Lindo

を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
案
内
で
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
教
育
を
調
査
、
視
察
し
て
い
た
最
中
で
あ
っ
た

（
４
（

。

身
分
変
更
の
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
七
二
年
六
月
の
特
命
全
権
使
節
（
既
出
で
は
あ
る
が
、
以
後
を
含
め
岩
倉
使
節
団
、
或

い
は
使
節
団
と
略
す
）
の
副
使
・
木
戸
孝
允
と
伊
藤
博
文
か
ら
、
大
・
副
使
へ
の
次
の
よ
う
な
「
理
事
官
随
行
者
の
身
分
手
当
等
に

関
す
る
相
談
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
大
久
保
利
謙
編
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』
二
〇
九
頁
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
各
省
理
事
官
随
行
通
弁
方
被
命
候
書
記
官
ノ
儀（

義
）、

到
底
理
事
官
ト（

と
）進

退
ヲ（

を
）共

ニ
致
シ（

シ
な
し
）候

者
ニ（

に
て
）テ

、
以
来
使
節
一
行
ノ（

之
）事

務
ニ
ハ（

は
）関

係
不
仕
候
、
然
ル
上
者（

は
）書

記
官
ノ（

の
）名

義
不
適
当
ニ
御
座
候
ニ
付
、
之
ヲ（

を
）改

メ（
め
て
）テ

理
事
官
随
行
被
命
候
方
可
然
、
且
共（

其
）手

当
向
等
モ（

も
）其

者
ノ（

之
）等

級
ニ
応
シ（

し
て
）テ

下
賜
有
之
候
事
至
当
ト（

と
）被

存
候
、
右
御
相
談
ニ
及
候

　
　

六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸
孝
允

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
博
文

　
　

大
副
使

　
　
　

閣
下

　
　
　

岩
倉



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
〇

　
　
　

大
久
保

　
　
　

山
口
」

（
（
（（「

在
英
雑
務
書
類
」）

右
は
Ｒ
３
・
０
１
９
７
に
相
当
す
る
史
料
で
あ
る
。
右
側
括
弧
内
の
表
記
は
、
Ｒ
３
・
０
１
９
７
の
原
本
表
記
で
あ
り
、
原
本
に

は
読
点
は
な
い
。
こ
れ
を
受
け
て
、
次
の
史
料
に
続
く
。

「
一　

書
記
官
中
其
当
務
ニ
関
係
せ
す
諸
省
之
理
事
官
ニ
随
ひ
其
通
弁
并
ニ
取
調
等
相
務
候
様
申
付
候
も
の
有
之
此
輩
ハ
依
然
書
記

官
之
名
義
を
冒
し
其
手
当
て
を
占
候
て
ハ
条
理
ニ
お
ゐ
て
不
都
合
ニ
被
存
候
間
即
書
記
官
を
免
し
更
ニ
理
事
官
随
行
申
付
其
元
身
分

に
応
し
御
手
当
向
相
渡
候
様
取
計
申
上
候

　
　

二
等
書
記
官
被
免　
　
　
　
　
　

長
野
桂
二（

次
）郎

　
　

工
部
理
事
官
随
行
申
付　
　
　
　

外
務
省
七
等
出
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
桂
二
郎

　
　

三
等
書
記
官
被
免　
　
　
　
　
　

川
路
寛
堂

　
　

大
蔵
省
理
事
官
随
行
申
付　

外
務
省
七
等
出
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
路
寛
堂

　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

右
之
条
々
可
得
御
意
如
此
御
坐
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
節
五
名

　
　
　

三
条
太
政
大
臣
殿

　
　
　
　

参
議



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
一

　
　
　
　

外
務
卿　

御
中
」（
Ｒ
８
・
０
４
６
１
、
０
４
６
２
「
欧
米
派
出
特
命
全
権
大
使
公
信　

乾
」
波
士
敦　

明
治
五
年
七
月

一
日
（
一
八
七
二
年
八
月
四
日
）
付
）

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
明
治
五
年
八
月
十
五
日
発
信
の
「
本
朝
公
信
」
第
二
十
号
に
て
承
認
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
ま
た
、
右
の
事
例

以
外
に
も
、
後
の
日
本
銀
行
初
代
総
裁
と
な
る
吉
原
重
俊
（
大
原
令
之
助
）

（
７
（

も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
史
料
か
ら
分
か
る
。

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
原
令
之
助

　

三
等
書
記
官
被　

免
随
行
之
心
得
を
以
て
外
政
事
務
取
調
之
為
使
節
帰
朝
迄
英
国
に
滞
在
申
付
候
事

　
　

明（
一
八
七
二
年
八
月
二
十
二
日
）

治
五
年
七
月
十
九
日　
　
　
　

特
命
全
権
大
副
使

　

本
日
当
人

江

辞
令
相
渡
し
会
計
掛

江

達
す
」（
Ｒ
３
・
０
１
１
９
）

3
．
身
分
変
更

2
．
に
て
述
べ
た
件
が
、
い
よ
い
よ
新
島
の
身
分
に
も
波
及
す
る
。
即
ち
、
明
治
五
年
七
月
十
九
日
（
一
八
七
二
年
八
月
二
十
二

日
）
付
で
書
記
官
か
ら
、
お
そ
ら
く
大
・
副
使
宛
に
「
御
達
案
」
付
の
伺
書
が
提
出
さ
れ
、
田
中
も
そ
の
通
り
に
処
理
し
た
の
で
あ

る
（
Ｒ
３
・
０
１
１
４
、「
在
英
雑
務
書
類
」。
Ｒ
３
・
０
１
１
５
も
同
様
）。
書
記
官
伺
書
の
内
容
は
、
新
島
の
み
が
三
等
書
記
官

心
得
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
条
理
に
反
し
、
納
得
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
、
新
島
が
標
的
と
な
っ
て
い
る
。
一
応
、
手
当
は
減
ら

な
い
よ
う
、
月
額
墨
銀
（
メ
キ
シ
コ
銀
貨
）
百
八
十
ド
ル
、
賄
料
は
内
々
に
出
す
と
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
杓
子
定
規
に
身
分
変
更
が

執
行
さ
れ
れ
ば
、
つ
ま
り
現
地
雇
で
官
途
に
就
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
意
志
も
明
示
せ
ず
、
官
員
と
し
て
元
の
官
等
も
勿
論
な
く
、

奏
任
官
待
遇
で
な
く
な
れ
ば
、
手
当
（
日
当
）、
賄
料
が
大
幅
に
下
が
る
事
態
も
有
り
得
た
と
い
え
る
。



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
二

「
別
紙
新
島
七
五
三
太
之
義
ニ
付
奉
伺
候
書
面
御
下
ケ
相
成
熟
読
勘
弁
仕
候
一
体
書
記
官
よ
り
随
行
被
仰
付
候
も
の
之
義
ニ
付
而
は

此
程
よ
り
被
仰
出
候
趣
意
も
御
座
候
間
七
五
□マ

マ

太
而
已
ニ
限
リ
三
等
書
記
官
心
得
之
名
義
を
冒
候
義
如
何
ニ
も
不
都
合
ニ
被
存
候
間

一
応
御
免
相
成
候
様
仕
度
然
る
上
に
て
改
免
て
私
費
留
学
生
徒
よ
り
御
雇
被
仰
付
文
部
理
事
官
附
属
通
弁
御
用
可
心
得
旨
被
仰
渡
御

手
当
之
義
は
御
用
中
一
日
墨
銀
六
弗
宛
并
内
〻
之
御
賄
被
下
方
可
然
尤
御
手
当
向
之
義
は
最
初
御
雇
之
節
同
人
よ
り
申
立
候
内
情
も

御
座
候
間
唯
今
ニ
至
リ
被
下
も
の
御
減
相
成
候
而
は
当
人
も
御
雇
之
義
御
受
申
し
間
敷
候
ニ
付
前
文
之
通
ニ
被
下
度
且
御
雇
之
名
義

ニ
候
得
ば
右
之
御
手
当
被
下
と
も
外
之
理
事
官
随
行
之
向
へ
有
害
候
義
も
有
之
間
敷
と
奉
存
候
依
之
御
達
案
相
添
評
議
仕
候

　
　
　

七
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
記
官

　

御
達
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
島
七
五
三
太

右
三
等
書
記
官
心
得
被
免
改
て
当
分
御
雇
被
仰
付
文
部
理
事
官
附
属
通
弁
御
用
可
相
勤
候
事

　

但
御
手
当
之
義
は
御
用
中
一
日
墨
銀
六
弗
宛
并
ニ
内
々
御
賄
被
下
候
事

　

伺
之
通
相
済
候
ニ
付
本
日
御
達
案
書
付
田
中
文
部
大
丞

江

相
廻
す

　
　
　

木
戸

　
　
　

大
久
保

　
　
　

伊
藤
」（
Ｒ
３
・
０
１
１
４
）



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
三

次
は
、
前
文
冒
頭
の
「
別
紙
」
で
あ
る
。

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

米
国
私
費
留
学
生
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
島
七
五
三
太

右
三
等
書
記
官
心
得
を
以
文
部
省
理
事
官
随
行
被
命
被
在
候
処
先
般
書
記
官
を
以
理
事
官
随
行
之
義
名
義
情
実
と
も
不
都
合
之
赴
以

長
野
桂
二（

次
）郎

川
路
寛
堂
書
記
官
被
免
候
上
ハ
同
人
ニ
も
三
等
書
記
官
心
得
被
免
改
て
文
部
理
事
官
随
行
被
命
可
然
奉
存
候
尤
右
様
被

命
候
共
御
手
当
之
義
は
是
迄
通
被
下
候
筋
ニ
有
之
候
哉
御
評
決
奉
仰
候
也

　
　

但
下
文
御
達
案
ヲ
以
奉
伺
候

　
　
　
　

御
達
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
島
七
五
三
太

右
三
等
書
記
官
心
得
被
免
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

右
文
部
省
理
事
官
随
行
申
付
候
事

　

但
御
手
当
之
義
は
此
迄
之
通
一
ヶ
月
墨
銀
百
八
十
弗
并
御
賄
被
下
候
哉
又
は
外
相
当
之
所
可
被
下

　

候
哉
相
伺
候

　
　
　

木
戸
公　

新
島
儀
は
元
来
申
立
之
趣
も
有
之
一
時
の
名
義
を
以
て
書
記
官
被
仰
付
候
事
ニ

　
　
　

付
長
野
川
路
同
様
被
仰
付
可
有
之
職
任
相
当
之
御
手
当
と
申
事
も
難
被
行
候
間
諮
り
内
別
之

　
　
　

給
料
ニ
而
も
被
立
下
候
様
い
た
し
度
委
細
尚
可
申
陳
候
事



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
四

　
　
　

大
久
保
侯　

御
手
当
之
義
川
路
同
様
勿
論
ニ
存
候

　
　
　

伊
藤
公　

理
事
官
随
行
申
渡
職
任
相
当
之
御
手
当
可
被
下
候
事
」（
Ｒ
３
・
０
１
１
５
）

以
上
の
史
料
か
ら
、
新
島
の
身
分
変
更
の
経
緯
が
明
ら
か
に
な
る
。
一
等
書
記
官
は
、
十
五
等
ま
で
あ
る
官
等
の
う
ち
、
原
則
五

等
の
者
（
外
務
省
で
あ
れ
ば
「
外
務
少
丞
」
で
田
辺
太
一
が
該
当
す
る
。
他
に
外
務
省
六
等
出
仕
の
何
礼
之
、
大
蔵
省
出
仕
の
福
地

源
一
郎
。
二
等
書
記
官
は
「
外
務
少
記
」（
明
治
四
年
七
等
出
仕
）
の
渡
辺
洪
基
、
外
務
省
七
等
出
仕
の
小
松
済
治
（
燾て

る

盛も
り

）、
林
薫
、

長
野
桂
次
郎

（
８
（

。
三
等
書
記
官
は
同
じ
く
七
等
出
仕
の
川
路
寛
堂

（
（
（

で
あ
る
。
ち
な
み
に
官
等
一
～
三
等
は
勅
任
官
、
四
～
七
等
は
奏

任
官
、
八
～
十
五
等
は
判
任
官
で
あ
る
（「
書
記
生4

」
は
判
任
官
）。

岩
倉
使
節
団
で
の
三
等
書
記
官
の
手
当
等
は
、
支
度
料　

二
百
五
十
両
（
一
時
限
）、
別
段
手
当　

八
十
両
（
一
時
限
）、
月
御
手

当　

百
八
十
ド
ル
（
従
前
の
日
当
な
し
。
船
賃
、
賄
代
そ
の
他
は
旅
費
規
程
に
よ
る
）
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
五
等
書
記
官
と
な
る
と
、
支

度
料　

百
八
十
両
、
別
段
手
当　

五
十
両
、
月
御
手
当　

百
三
十
ド
ル
に
下
が
り
、「
理
事
官
附
属
通
弁
」
の
身
分
に
な
れ
ば
、
そ

の
職
掌
か
ら
正
式
官
員
で
な
く
臨
時
雇
で
も
あ
り
、
奏
任
官
で
な
く
判
任
官
待
遇
と
な
り
、
さ
ら
に
諸
手
当
は
減
少
す
る
こ
と
と
な

る
。
新
島
の
身
分
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
米
英
（
特
に
米
国
）
で
は
、
新
島
の
存
在
価
値
は
大
き
か
っ
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
英
語
圏
以
外
の
国
々
で
は
、
そ
の
存
在
価
値
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
島
の
身
分
変
更
に
つ
い
て
、
親
身
に
な
っ
て
心
配
し
て
く
れ
た
の
は
木
戸
孝
允
で
あ
っ
た
こ
と
が
先
の
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
。

大
久
保
利
通
は
、
川
路
寛
堂
と
同
じ
扱
い
に
す
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。
川
路
は
外
務
省
七
等
出
仕
で
あ
り
「
三
等
書
記
官
」
た

り
得
る
官
等
で
あ
る
。
彼
の
場
合
は
身
分
の
変
更
は
あ
っ
て
も
、
諸
手
当
に
変
更
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
は
「
職
任
相
当

之
手
当
」
と
し
て
い
る
が
、
形
式
的
に
は
新
島
は
現
地
採
用
の
臨
時
雇
の
身
な
の
で
、
先
述
の
通
り
判
任
官
か
そ
れ
以
下
と
な
り
、

川
路
と
同
様
に
は
い
か
ず
、
諸
手
当
は
大
幅
に
下
が
り
、
少
な
く
と
も
賄
料
な
し
と
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
五

新
島
の
「
三
等
書
記
官
心
得
」
は
七
等
出
仕
相
当
で
あ
る
。
田
中
の
他
の
随
行
員
は
そ
れ
ぞ
れ
、
長
与
専
斎
・
文
部
中
教
授
＝
六

等
出
仕
、
中
島
永
元
（
秀
五
郎
）・
文
部
省
七
等
出
仕
、
近
藤
鎭
三
・
文
部
中
教
授
＝
九
等
出
仕
、
今
村
和
郎
・
文
部
中
助
教
＝
九

等
出
仕
、
内
村
良
蔵
・
文
部
省
九
等
出
仕
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
島
は
田
中
の
随
行
の
な
か
で
は
、
当
初
優
遇
さ
れ
た
官
等
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
身
分
変
更
に
よ
っ
て
新
島
の
諸
待
遇
が
下
が
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
、
見
つ
か
っ
て
は
な
い
。
し
か
し
、

待
遇
面
で
は
実
際
に
変
更
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
特
命
全
権
大
副
使
か
ら
の
辞
令
「
…
一
日
墨
銀
六
弗
并
内
〻
御

賄
被
下
候
」
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
一
日
六
ド
ル
は
、
月
百
八
十
ド
ル
の
手
当
で
あ
る
。
木
戸
や
田
中
の
新
島
へ
の
配
慮
が
働
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
新
島
は
、
省
庁
長
官
の
奏
薦
を
経
て
勅
裁
を
得
る
奏
任
官
の
待
遇
で
あ
る
三
等
書
記

官
心
得
で
は
な
く
な
り
、
先
述
の
伊
藤
の
い
う
「
職
任
相
当
」
の
身
分
、
つ
ま
り
書
記
官
が
新
島
の
身
分
と
し
て
妥
当
と
し
た
「
随

行
心
得
通
弁
」
に
変
更
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。「
随
行
附
属
通
弁
」
は
も
は
や
勅
裁
を
必
要
と
す
る
官
等
で
は
な
い
。

以
上
の
通
り
、
新
島
の
田
中
随
行
時
に
お
け
る
身
分
変
更
に
関
す
る
史
料
の
紹
介
を
終
え
る
。
次
に
、
随
行
時
の
新
島
の
動
向
に

関
わ
る
史
料
を
付
記
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

田
中
一
行
が
オ
ラ
ン
ダ
で
教
育
制
度
調
査
を
し
た
際
に
種
々
世
話
を
し
た
リ
ン
ド
ー
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）

年
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
、
使
節
団
は
ハ
ー
グ
に
滞
在
（
田
中
一
行
の
六
ヶ
月
後
）
し
て
い
た
が
、
木
戸
孝
允
は
田
中

か
ら
聞
い
た
と
し
て
リ
ン
ド
ー
に
日
本
政
府
と
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
と
、
ほ
か
の
大
・
副
使
に
こ
れ
を
認
め
る
よ
う
要
請
し
て
い

た
。

「
当
国
督
学
リ
ン
ド
ー
と
申
者
教
育
事
務
取
調
ニ
就
き
て
ハ
格
別
尽
力
周
旋
致
呉
候
趣
兼
而
文
部
理
事
官
よ
り
申
立
有
之
今
度
敝
職

着
府
以
来
も
教
育
事
務
質
問
学
校
巡
視
案
内
等
相
頼
候
上
当
国
政
治
律
例
書
類
繙
訳
之
義
を
も
頼
訣
致
し
置
候
侭
難
黙
止
候
就
而
ハ



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
六

持
越
品
之
内
ニ
而
相
応
之
物
謝
礼
と
し
て
差
贈
り
申
度
宜
し
く
御
評
議
可
被
下
候

　
　

三
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸
孝
允

　
　
　

岩
倉
侯　
　
　
具
視

　
　
　

大
久
保
侯　
　
利
通
」（
Ｒ
３
・
０
２
１
３
）

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
田
中
随
行
の
一
人
で
あ
る
内
村
良
蔵
の
動
向
が
明
ら
か
に
な
る
史
料
で
あ
る
。

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
村
良
蔵

右
は
英
国
滞
留
罷
在
候
処
此
度
同
行
孛
国
へ
出
張
い
た
し
候
条
此
段
御
届
申
候
也

　
　
　

壬
申
十
一
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
文
部
理
事
官

　
　
　
　

特
命
全
権
使
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
中
」（
Ｒ
３
・
０
８
４
）

こ
の
史
料
の
明
治
五
年
「
十
一
月
八
日
」
は
、
一
八
七
二
年
十
二
月
八
日
で
、
帰
国
準
備
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
、
田
中
一
行
全

員
が
ベ
ル
リ
ン
に
集
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

4
．
お
わ
り
に
―
随
行
終
了
前
後
―

「
新
島
七
五
三
事
本
省
理
事
取
調
向
概
略
相
済
候
ハ
ヽ
随
行
差
免
候
様
便
宜
取
計
申
度
此
段
御
聞
置
奉
願
上
候
尤
差
免
候
時
日
は
其

節
御
届
可
仕
候



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
七

　
　
　

申
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
文
部
大
丞

　
　
　
　
　

全
権
使
節

　
　
　
　
　
　
　
　

御
中

　
　

前
書
之
通
り
候
間
奉
入
御
覧
候
也

　
　
　

木
戸
公　

大
久
保
公　

伊
藤
公　

各
閣
下　
　
　
　
　

書
記
官
」（
Ｒ
２
・
０
４
９
２
）

こ
の
史
料
の
「
申
十
月
」
は
明
治
五
年
十
月
（
一
八
七
二
年
十
一
月
末
頃
）
で
、
願
書
に
あ
る
「
其
節
」
は
次
の
史
料
で
あ
る
。

「
新
島
約
瑟
事
理
事
取
調
御
用
相
済
候
ニ
付
随
行
御
免
之
儀
本
人
へ
相
達
候
也

　
　
酉
正
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
理
事
官
田
中
不
二
麿

　
　
　

特
命
全
権
使
節

　
　
　
　
　
　
　
　

御
中
」（
Ｒ
２
・
０
４
９
２
）

右
の
上
申
か
ら
、
新
島
が
随
行
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
六
年
（
１
８
７
３
）
正
月
二
十
八
日
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
少
し
前

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
新
島
の
名
前
を
こ
れ
ま
で
の
「
七
五
三
太
」
で
は
な
く
「〔

約

Joseph瑟の
意
〕」

と
、
新
島
の
英

語
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
田
中
は
、
新
島
を
幼
名
で
呼
ぶ
こ
と
に
憚
り
が
あ
っ
た
の
か
、
新
島
の
生
活
態
度
が
日
本
人
よ

り
西
洋
人
的
で
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
田
中
が
西
洋
の
社
会
生
活
に
馴
染
ん
だ
た
め
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
新
島
約

瑟
」
が
日
本
の
公
文
書
に
現
れ
て
い
る
稀
有
な
例
で
あ
る
。
こ
の
英
語
名
「
約
瑟
」
を
対
外
的
に
自
署
し
た
の
は
、
一
八
七
二
年
五

月
三
日
付
の
父
・
民
治
及
び
、
木
戸
孝
允
宛
書
簡
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
自
署
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
自
他
に
対
す
る
宣

言
と
い
え
る
。
特
に
木
戸
に
対
す
る
も
の
は
、
明
治
政
府
に
対
す
る
宣
言
で
も
あ
る
。



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
八

（
注
）

（
１
）
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
島
襄
全
集
』
八
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
。
他
に
、
田
中
随
行
時
の
新
島
の
身
分
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

と
し
て
は
、
大
越
哲
仁
「
岩
倉
使
節
団
員
と
し
て
の
新
島
襄
」『
新
島
研
究
』
第
九
十
号
、
一
九
九
九
年
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
新
島
の
身
分
に
つ

い
て
「
新
島
は
、
使
節
団
本
隊
に
属
す
る
三
等
書
記
官
心
得
の
官
職
に
就
く
の
と
同
時
に
、
田
中
文
部
理
事
官
に
対
す
る
随
行
と
い
う
官
職
に
も
就
い

た
の
で
あ
る
」（
一
五
四
頁
）
と
あ
る
。
ま
ず
、「
随
行
」
は
官
職
で
は
な
く
、
田
中
に
対
す
る
関
係
性
を
示
す
「
身
分
」
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
、「
随

行
補
助
員
」
の
意
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、「
三
等
書
記
官
」
は
当
時
の
明
治
政
府
に
お
け
る
官
等
の
官
名
（
外
務
省
）
を
示
す
も
の
で
、「
心
得
」
は

正
式
で
は
な
い
が
一
時
的
に
そ
の
職
に
任
ず
る
意
味
を
持
つ
。
新
島
の
場
合
、
田
中
へ
の
「
随
行
」
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
報
酬
が
論
点
と
な
っ
た
と

き
、
新
島
は
政
府
の
官
僚
で
は
な
く
、
官
等
も
な
い
た
め
、
臨
時
に
三
等
書
記
官
（
心
得
）
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
に
応
じ
た
旅
費
や
報
酬
等
を
支
給
す

る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
越
論
文
を
反
映
し
て
本
井
康
博
『
新
島
襄
の
交
遊
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年　

で
も
新
島
の
身
分
を
「
理

事
官
随
行
と
い
う
官
職
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
七
十
五
～
七
十
七
頁
）。
田
中
随
行
時
の
新
島
の
「
役
割
（
職
掌
）」
は
、
最
終
的
に
は
辞
令
に
あ
る
よ

う
に
「
理
事
官
附
属
通
弁
」
で
あ
る
（「
文
部
省
附
属
心
得
」
→
「
文
部
省
御
雇
」
が
「
官
職
」
に
相
当
）。

（
2
）
同
前
書
、
八
十
四
頁
。
括
弧
内
の
表
記
は
、
後
述
の
Ｒ
３
・
０
１
１
４
の
記
述
に
よ
る
。

（
3
）
同
前
書
、
一
〇
一
頁
。
括
弧
内
表
記
に
つ
い
て
も
同
前
。
七
月
十
九
日
の
日
付
は
陰
暦
明
治
五
年
の
日
付
で
、
陽
暦
で
は
一
八
七
二
年
八
月
二
十
二

日
で
あ
る
。

（
4
）
竹
内
力
雄
「
文
部
省
『
理
事
功
程
』
覚
え
書
―
新
島
襄
作
成
説
攷
―
」
三
十
八
頁
、『
同
志
社
談
叢
』
三
十
八
号
、
二
〇
一
八
年
。

（
5
）
大
久
保
利
謙
編
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』
宗
高
書
房
、
一
九
七
六
年
、
二
百
九
頁
。

以
上
、
田
中
随
行
時
の
新
島
の
身
分
変
更
に
つ
い
て
の
史
料
紹
介
を
終
え
た
い
。
随
行
の
後
半
は
、
そ
の
身
分
変
更
か
ら
、
新
島

は
疎
外
感
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
る
言
辞
を
新
島
は
遺
し
て
い
な
い
。
誘

わ
れ
て
も
日
本
政
府
に
出
仕
し
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
政
府
（
文
部
省
）
内
に
は
、
自
ら

は
心
持
良
く
存
在
し
得
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
三
九

（
6
）
大
久
保
前
掲
書
、
二
百
九
頁
。

（
7
）
大
原
令
之
助
＝
吉
原
重
俊
（
弥
次
郎
・
一
八
四
五
～
一
八
八
七
年
）
慶
応
三
年
三
月
、
薩
摩
藩
の
命
に
よ
り
仁
礼
平
助
（
景
範
）、
江
夏
壮
助
、
種

子
島
敬
輔
、
湯
池
治
左
衛
門
（
定
基
）
と
共
に
米
国
留
学
し
た
薩
摩
藩
第
二
次
米
国
留
学
生
五
人
の
う
ち
の
一
人
。
三
等
書
記
官
（
官
等
六
等
）
と
し

て
随
行
中
、
明
治
五
年
七
月
十
九
日
付
で
免
ぜ
ら
れ
、
使
節
団
随
行
心
得
と
な
り
、
使
節
団
帰
国
ま
で
英
国
に
留
ま
り
、
外
政
事
務
取
調
と
い
う
名
の

業
務
に
就
く
。
明
治
六
年
に
帰
国
後
は
外
務
省
に
移
り
、
一
等
書
記
官
（
官
等
五
等
）、
そ
の
後
大
蔵
省
に
移
り
、
明
治
十
七
年
に
は
初
代
日
本
銀
行

総
裁
。
コ
ー
ネ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
て
政
治
、
経
済
を
修
め
る
。
明
治
維
新
に
て
藩
の
援
助
が
な
く
な
り
困
窮
し
た
が
、
苦
学
し
て
学
業
を
続
け
た
と
言

わ
れ
る
。
岩
倉
使
節
団
が
渡
米
し
、
そ
の
力
を
買
わ
れ
て
三
等
書
記
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

「
一　

鹿
児
島
県
士
族
杉
浦
弘
蔵
（
畠
山
義
成
）
大
原
令
之
助
三
等
書
記
官
申
渡
候
令
之
助
儀
ハ
今
般
利
通
随
従
帰
朝
致
候
尤
二
等
書
記
官
小
松
燾
盛

モ
同
様
帰
朝
ノ
事
之
候
」（「
大
使
公
信
」
第
三
号
明
治
五
年
二
月
九
日
。
大
久
保
前
掲
書
、
百
七
十
二
頁
。）

右
「
大
使
公
信
」
よ
り
、
杉
浦
弘
蔵
、
大
原
令
之
助
の
現
地
（
米
国
）
で
の
三
等
書
記
官
採
用
の
件
を
正
式
に
本
国
政
府
へ
報
告
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
（
吉
原
に
つ
い
て
は
染
川
亨
編
『
鹿
児
島
城
下
下
荒
田
郷
土
史
』
一
九
三
一
年
、
七
十
九
～
八
十
三
頁
参
照
）。

吉
原
は
、
同
じ
薩
摩
藩
出
身
の
大
久
保
利
通
の
通
訳
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
条
約
改
正
の
全
権
委
任
状
を
求
め
て
大
久
保
利
通
が
明
治
五
年
二
月
十

二
日
（
一
八
七
二
年
三
月
二
十
日
）、
翌
十
三
日
に
伊
藤
博
文
が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
を
出
発
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
経
由
で
一
時
帰
国
（
明
治
五
年
三

月
二
十
四
日
。
同
年
五
月
十
七
日
横
浜
発
、
同
六
月
十
七
日
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
着
）
の
折
、
大
原
令
之
助
も
大
久
保
利
通
に
随
行
し
て
一
時
帰
国
し

て
い
る
。

「
任
三
等
書
記
官　
　
　
　
　

特
命
全
権
大
使

　
　
　
　
　

 

吉
原
重
俊

　
　
　

明
治
五
年
五
月
」（
大
久
保
前
掲
書
、
百
七
十
二
頁
）

（
8
）
長
野
桂
次
郎
＝
立
石
斧
次
郎
（
一
八
四
三
～
一
九
一
七
年
）
蘭
・
英
語
通
辞
。
万
延
元
年
遣
米
使
節
の
随
員
と
し
て
加
わ
り
、
そ
の
流
暢
な
英
語
か

ら
ト
ミ
ー
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
。
明
治
に
な
っ
て
改
名
。
英
語
に
堪
能
な
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
通
訳
と
し
て
使
節
団
随
行
を
要
請
さ

れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
当
初
は
政
府
吏
員
で
な
く
、
二
等
書
記
官
（
官
等
五
等
）
と
し
て
使
節
団
主
要
メ
ン
バ
ー
よ
り
一
ヶ
月
遅
れ
で
明
治
五
年
十
一

月
八
日
に
任
命
さ
れ
た
。
随
行
中
に
身
分
変
更
で
官
等
が
下
げ
ら
れ
、
外
務
省
七
等
出
仕
と
な
り
、
工
部
理
事
官
（
工
部
省
造
船
頭
・
肥
田
為
良
）
随

行
。
帰
国
後
、
そ
の
ま
ま
工
部
省
に
出
仕
し
た
。



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
四
〇

（
9
）
川
路
寛
堂
（
一
八
四
五
～
一
九
二
七
年
）
大
蔵
官
僚
、の
ち
に
教
育
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
江
戸
城
開
城
の
報
を
聞
い
て
自
決
し
た
川
路
聖と

し

謨あ
き
ら（

幕

末
の
外
交
に
尽
力
し
た
幕
臣
）
の
孫
。
幕
末
、
留
学
生
取
締
と
し
て
渡
英
、
海
軍
術
を
習
っ
た
と
さ
れ
る
。
使
節
団
の
通
訳
（
三
等
書
記
官
）
と
し
て

随
行
。
そ
の
途
次
、
身
分
変
更
に
よ
っ
て
先
の
長
野
桂
次
郎
と
同
じ
く
、
外
務
省
七
等
出
仕
の
官
等
を
授
け
ら
れ
た
。
官
等
は
三
等
書
記
官
の
六
等
か

ら
七
等
へ
と
下
げ
ら
れ
て
い
る
（
大
久
保
前
掲
書
、
百
七
十
五
頁
参
照
）。

（
１０
）
Ｒ
１
・
０
８
７
「
欧
米
大
使
全
書
」
第
二
十
四
号　

明
治
年
四
年
十
一
月
三
日
。

補
１

注
7
で
言
及
し
た
畠
山
義
成
に
つ
い
て
は
、
本
誌
三
十
八
号
竹
内
論
文
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
補
足
し
て
お
き
た
い
。Rutgers U

niversity 
Repository

に
よ
れ
ば
、 —

entered Rutgers College in １87１, graduating in １87１—
 

と
あ
る
。
ま
た『
公
文
録
』明
治
九
年
第
二
百
二
十
四
巻
・

「
官
員
」
の
部
に
「
畠
山
中
督
学
米
国
ニ
テ
学
士
ノ
称
号
受
取
届
」
が
あ
る
。

「
畠
山
義
成
学
士
称
号
之
件
上
稟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
督
学
畠
山
義
成

右
米
国
費
拉
特
費
府
出
張
中
過
ル
六
月
廿
二
日
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ン
ス
ウ
イ
キ
ロ
フ
ガ
ル
ス
大
学
校
ニ
於
テ
学
士
ノ
称
号M

aster of Arts.

相
受
候
旨
届

出
候
条
此
旨
上
申
候
也

　

明
治
九
年
八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
大
輔
田
中
不
二
麿
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
大
丞
九
鬼
隆
一

　
　
　

右
大
臣
岩
倉
具
視
殿
」

右
の
「
中
督
学
」
は
明
治
五
～
九
年
の
文
部
省
の
官
名
で
奏
任
官
ト
ッ
プ
で
官
等
は
四
等
で
あ
っ
た
。
米
国N

ew
 Jersey

州
のN

ew
 Brusw

ick

に
あ
るRutgers College

か
ら
畠
山
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
の
米
国
建
国
百
年
記
念
の
万
国
博
覧
会
に
出
張
中
、
母
校
か
ら
文
学
修
士M

aster 
of A

rts

の
称
号
を
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、「
修
士
」
に
な
じ
み
な
く
、「
学
士
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
学
位
は
「
名

誉
学
位
」
的
な
も
の
で
あ
る
と
も
推
定
さ
れ
る
。



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
四
一

補
２

新
島
随
行
時
期
の
官
員
の
俸
給
と
旅
費
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
官
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
差
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
分
か
る
。
新
島
の
「
身
分

変
更
」
の
シ
リ
ア
ス
な
側
面
を
知
る
一
つ
の
史
料
で
あ
る
。

「
明
治
四
年
九
月
二
日
付
法
令
「
太
政
官
第
四
百
十
七
輪
郭
付
（
史
官
）
別
刷
『
月
給
定
制
』」
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

官
等
一
等　
　

八
百
両

同
二
等　
　

六
百
両

同
三
等　
　

五
百
両

同
四
等　
　

四
百
両

同
五
等　
　

三
百
五
十
両

同
六
等　
　

二
百
五
十
両

同
七
等　
　

二
百
両

同
八
等　
　

百
五
十
両

同
九
等　
　

百
両

同
十
等　
　

七
十
両

同
十
一
等　

五
十
両

同
十
二
等　

四
十
両

同
十
三
等　

三
十
両

同
十
四
等　

ニ
十
五
両

同
十
五
等　

二
十
両

正
九
位
＝
十
六
等　

十
五
両
（
明
治
三
年
か
ら
四
年
初
頭
ま
で
存
在
し
た
判
任
官
最
下
部
）

従
九
位
＝
十
七
等　

十
二
両
（
明
治
四
年
十
月
七
日
取
消
、
十
五
等
相
当
と
な
る
）

同
等
外
一
等　

十
両

同
等
外
二
等　

八
両



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
四
二

同
等
外
三
等　

七
両

同
等
外
四
等　

六
両

つ
ま
り
、
岩
倉
使
節
団
出
発
時
の
官
員
最
下
位
（
判
任
官
、
官
等
十
五
等
）
と
ト
ッ
プ
と
の
差
は
四
十
倍
で
あ
る
。

こ
れ
以
前
、
明
治
二
年
か
ら
は
官
員
の
年
俸
（「
官
録
定
則
」
明
治
二
年
第
七
十
七
）
は
現
米
で
、
最
高
は
千
二
百
石
、
官
等
を
十
八
に
区
分
し
て
、

最
小
は
十
二
石
と
、
百
倍
も
の
格
差
が
あ
っ
た
（『
日
本
官
僚
制
総
合
事
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
三
八
七
～
三
八
九
頁
参
照
）。

「
旅
費
支
度
料
並
滞
在
中
宿
代
月
手
当
等
」（
い
わ
ば
「
旅
費
定
則
」）
は
、
太
政
官
第
二
百
二
十
一
（
輪
郭
付
。
明
治
四
年
五
月
三
日
（
布
）
四
月

ノ
刻
）
の
「
別
紙
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
支
度
料
相
当
定
額
は
当
時
の
官
等
で
、
第
一
・
二
等
で
は
「
金
三
百
両　

上
下
十
一

人　

馬
一
疋
」
と
あ
る
。
こ
の
「
上
下
十
一
人
」
は
本
人
と
従
者
十
人
の
意
、
支
度
の
中
に
は
「
長
棒
駕
籠
一
挺　

長
持
三
棹　

両
掛
笠
籠
四
荷　

修

復
代
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、月
額
で
他
は
日
数
に
応
じ
て
按
分
で
あ
る
。
官
等
中
位
の
第
七
・
八
等
で
は
「
金
八
拾
五
両
」
で
そ
の
内
訳
は
「
当
身
（
本

人
の
意
味
）
並
従
者
四
人
支
度
其
外
切
棒
駕
籠
一
挺　

両
掛
笠
籠
四
荷
修
復
料
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、田
中
随
行
時
の
新
島
の
「
三
等
書
記
官
心
得
」

の
官
等
で
あ
る
。
官
等
最
下
位
の
第
十
五
・
十
六
等
で
は
「
金
二
拾
両
」
で
、
内
訳
は
「
当
身
並
従
者
一
人　

支
度
其
外
両
掛
一
荷
」
と
な
っ
て
い
る
。

支
度
料
で
は
、
上
下
で
十
五
倍
の
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
当
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
第
一
・
二
等
は
二
両
、
第
七
・
八
等
は
一
両
、
第
十
五
・
十
六
等
は
一
分
一
朱
で
、
上
下
格
差
は
六
・
四
倍

で
あ
っ
た
。

旅
籠
料
は
「
一
人　

但
上
下
差
別
無
之　

一
泊
永
二
百
文　

昼
食
永
百
文
」
で
あ
る
。
永
楽
銭
一
〇
〇
〇
文
＝
一
貫
＝
金
一
分
と
す
る
と
、
極
め
て

安
い
宿
泊
代
と
賄
料
と
言
え
る
。
右
の
「
旅
費
定
則
」
は
明
治
五
年
二
月
、「
大
蔵
省
第
二
十
七
号
（
二
月
）」
に
て
更
正
（
改
正
）
さ
れ
、
二
月
二
十

五
日
か
ら
施
行
と
な
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
従
者
・
人
数
等
は
撤
廃
さ
れ
「
供
連
並
人
足
遣
ヒ
銘
々
勝
手
次
第
タ
ル
ヘ
シ
」（
第
一
章
）
と
な
り
、
第

八
章
も
改
め
ら
れ
「
官
船
或
ハ
外
国
御
雇
船
等
ニ
テ
御
国
内
航
海
並
海
路
巡
回
ノ
向　

船
中
ノ
賄
ハ
都
テ
官
費
タ
ル
ヘ
シ　

但
勅
奏
任
官
ハ
上
等　

判

任
官
は
中
等　

其
以
下
都
テ
下
等
ノ
賄
タ
ル
ヘ
シ
」
と
な
っ
た
。「（
日
当
束
率
表
）」
に
よ
っ
て
官
等
の
違
い
に
よ
る
日
当
が
細
か
く
示
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
「
外
国
航
海
」
で
は
次
表
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

外
国
航
海

但　

郵
船
汽
車
並
賄
向

ト
モ
官
費

太
政
大
臣

参
議
・
一
等

七
等

十
五
等

日
当
四
円
二
十
五
銭

外
ニ
支
度
金
九
百
円

同
三
円
七
十
五
銭

外
五
百
四
十
円

同
一
円
七
十
五
銭

外
百
八
十
円

同
五
十
七
銭

外
五
十
円



田
中
不
二
麿
随
行
時
の
新
島
襄
の
身
分
―
三
等
書
記
官
心
得
か
ら
附
属
通
弁
へ
―

一
四
三

便
宜
上
、
上
・
中
・
下
の
官
等
分
の
み
を
抜
粋
し
た
が
、
上
下
格
差
は
日
当
七
・
五
倍
、
支
度
料
十
八
倍
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
新
島
は
七
等
の
扱

い
で
あ
っ
た
。
支
度
料
は
一
国
を
代
表
す
る
官
と
、
そ
う
で
な
い
官
と
で
差
が
つ
け
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
も
あ
る
。

賄
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

「
勅
任
官

　

奏
任
官　

上
等
賄

　
　

一
日　

一
円
三
十
五
銭

　

判
任
官　

中
等
賄

　
　

一
日　

九
十
銭

　

等
外　
　

下
等
賄

　
　

一
日　

五
十
銭
」（
明
治
五
年　

太
政
官
第
百
五
十
四
号
）

賄
料
に
つ
い
て
は
、
上
下
格
差
が
大
き
い
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
上
下
等
の
格
差
は
二
・
七
倍
で
あ
る
。
当
時
、
田
中
と
新
島
は

一
日
一
円
三
十
五
銭
の
「
上
等
賄
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
五
年
十
月
十
五
日
（
一
八
七
二
年
十
一
月
十
五
日
）、
こ
れ
ま
で
の
「
旅
費
定
則
」
が
改
正
部
分
を
含
め
て
全
て
廃
止
さ
れ
、
い
わ
ば
新
「
旅

費
定
則
」
が
出
さ
れ
た
（
明
治
五
年
十
月
太
政
官
第
三
百
九
号
）。
十
月
十
五
日
施
行
で
「
現
今
旅
行
中
ノ
向
タ
リ

本
日
限
よ
り
改
正
可
致
事
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
八
章
は
、「
外
国
御
用
ノ
向
郵
船
汽
車
其
外
賄
向
等
都
テ
官
費
ヲ
以
支
給
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
、
こ
れ
に
て
こ
の
年
の
七
月

以
降
、
新
島
の
身
分
変
更
へ
の
書
記
官
の
要
求
や
変
更
に
伴
う
諸
手
当
の
減
少
、「
内
々
に
賄
料
を
支
給
す
る
」
と
い
っ
た
、
本
来
支
給
さ
れ
な
い
手

当
を
貰
っ
て
い
る
よ
う
な
引
け
目
を
含
め
、
経
済
面
で
は
こ
の
法
令
に
よ
っ
て
法
的
に
裏
づ
け
さ
れ
、
完
全
に
心
配
が
要
ら
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
随
行
終
了
二
ヶ
月
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。




